
川崎発！エコとテクノロジーの祭典 

～「第11回川崎国際環境技術展」＆「未来を創る川崎イノベーション展」を開催します～ 

 環境分野における優れた技術やノウハウが集まる「 川崎国際環境技術展」が会場変更を機に生ま

れ変わります。市内の多様なイノベーションやものづくり技術等を広く発信する「 未来を創る川崎

イノベーション展」 の同時開催や「 低炭素杯2019」 との初のコラボレーションなど、生まれ変わ

った川崎国際環境技術展に是非お越しください。

１ 日 程 平成３１年２月７日（ 木）・ ８日（ 金） 両日とも１０:００～１７:００

２ 会 場 カルッツかわさき（ 川崎市川崎区富士見１－１－４）

       １階大体育室： 第１１回川崎国際環境技術展

       ２階小体育室： 未来を創る川崎イノベーション展

※ JR川崎駅・ 京急川崎駅より徒歩約１５分、川崎駅東口よりバス５分「 教育文化会館前」 下車

３ 入場料 無料

４ 出展状況 １８１団体２７０ブースが出展（ １月１５日現在）  

       （ うち、新規出展者８８団体、１２１ブース）  

５ 主なポイント

（ １） 「 未来を創る川崎イノベーション展」 の同時開催

・ 川崎国際環境技術展の併催展示会として川崎のウェルフェア・ ライフイノベーションや

ものづくりの素晴らしさを市民・ 地域をはじめ国内外に広く発信することを目的に開催。 

・さまざまな産業分野と環境技術との連携・共創等につなげ､市内企業の成長・発展を促進。 

（ ２） ＳＤＧｓやイノベーションをテーマにしたシンポジウム（ ２月７日）

セッション１「 ＳＤＧｓが生み出す新たなビジネス」

セッション２「 常識を覆すベンチャー企業のイノベーション」

平成３１年１月１ ５日

市長記者会見資料

過去最大!!

新規!!

新規!!

国連環境計画金融

ｲﾆｼｱﾃｨﾌ゙ 特別顧問

末吉竹二郎氏

一般社団法人 Japan 

Innovation Network 

専務理事 西口尚宏氏

株式会社リコー 執行役員 

サステナビリティ推進本部長

加藤茂夫氏

富士通株式会社

環境・ CSR本部長

金光英之氏

サラヤ株式会社 

コミュニケーション本部

取締役本部長 代島裕世氏

日経BP社

日経BP総研

クリーンテックラボ所長

河合保博氏

＜近未来エアモビリティ＞

株式会社

A.L.I . Technologies COO 
片野大輔氏

＜総人類デジタルクローン＞

株式会社オルツ

CFO エバンジェリスト

中野誠二氏

＜サステナブルエナジー＞

みんな電力株式会社

代表取締役

大石英司氏

＜自動運転技術＞

SBドライブ株式会社

代表取締役社長兼CEO 

佐治 友基氏



（ ３） 最先端のテクノロジーを川崎で体験！「 未来を創る実演・ 体験コーナー」

（ ４） 当展示会初の外部とのコラボレーション企画「 低炭素杯２０１９」（ ２月８日）

・ ９回目を迎える低炭素社会づくり活動や地球温暖化防止への取組を競い合うコンテスト。 

・ 基調講演： 教えて五箇先生！「 地球温暖化による生物リスク」  

（ ５） ビジネスに役立つ、市民が楽しめるさまざまな企画等を用意
・ オープンイノベーションを促進するビジネス交流会の開催（ ２月７日）  

・ 第１５回かわさきものづくりブランド認定式（ ２月７日）  

・ 日本初の廃棄物発電によるＥＶごみ収集車（ 電池交換型） 導入発表会（ ２月７日）  

・ ＥＶごみ収集車やオフグリッドタイニーハウス等の屋外展示＆エコカー試乗会

・ 先進的な環境技術やさまざまなイノベーションを体験できる「 臨海部見学バスツアー」

（ コース名： キングスカイフロント、エコライフ、水素、臨海部イノベーション）  

・ ６本のグローバルイノベーションセミナー（ ２月８日）

「 アフリカの貧困層の暮らしを変える、WASSHAに 

おけるイシュードリブンイノベーション」  

WASSHA(株)代表取締役CEO  秋田智司氏

「 エネルギーハーベスティング技術の最新動向」  

(株)NTTデータ経営研究所  

社会・環境戦略ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸ゙ ﾕﾆｯﾄｼﾆｱﾏﾈー ｼ゙ ｬー 竹内敬治氏

「 都市・ 街・ 建物のサステイナビリティ指針LEED、

WELL、SI TESは環境、健康、QOL向上を目指す」  

（ 一社） ｸ゙ ﾘー ﾝﾋ゙ ﾙﾃ゙ ｨﾝｸ゙ ｼ゙ ｬﾊ゚ ﾝ代表理事平松宏城氏

「 みんな参加型の循環型社会イノベーション」  

日本環境設計(株)取締役会長 岩元美智彦氏

「 ビジネスを通じたイノベーションによる 

社会課題の解決を目指して」  

（ 一社） ｺﾍ゚ ﾙﾆｸ･ｼ゙ ｬﾊ゚ ﾝ代表理事天花寺宏美氏

「 特殊環状ペプチドを基盤とした創薬研究開発の 

パラダイムシフト」

ﾍ゚ ﾌ゚ ﾁﾄﾞ ﾘー ﾑ(株)取締役副社長 舛屋圭一氏

問合せ先

川崎国際環境技術展実行委員会事務局 深堀 担当

（ 川崎市経済労働局国際経済推進室内）

電話０４４－２００－３２１３

国立環境研究所 

生物リスク評価・ 対策研究室 室長

五箇 公一氏

新規!!

新規!!

ドローン操縦体験

３Ｄプリンター実演

クラウド展示会「 エアメッセ」 VR体験

省人ロボット

リアルハプティクス技術

（ 触覚技術）

新規&拡充!!

ランドロイド

（ 洗濯物自動折り畳みロボット）















Ⅰ 「 低ＣＯ２川崎ブランド ’ 18」 認定結果発表会の開催について

１ 日 時 ２０１９年２月７日（ 木）  １４時００分～１５時００分 

２ 場 所 カルッツかわさき プレゼンステージ 

３ 内 容 （ １） 授与式（ 認定証・ 記念の楯の授与）  

（ ２） 認定結果講評 

（ ３） 大賞受賞企業によるプレゼンテーション 

【 低ＣＯ２川崎ブランド' 18 】  ９件を認定。うち大賞として１製品を選定。  

【    大  賞   】 信号器材株式会社 

「  Ｌ ＥＤ内照式道路標識 」  

[ 特 徴 ］  

標識の光源を従来の蛍光灯からＬＥＤに変えることにより 

消費電力が減少し、二酸化炭素の排出量が削減。また、標識 

の明暗比が改善され、視認性が高まることで、交通事故の未 

然防止など都市全体の安全性の向上にもつながる。  

※  その他の認定製品等の詳細は次頁を御参照ください

関連資料

問合せ先

川崎市環境局地球環境推進室 川合

電話 ０４４－２００－２３６４
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低ＣＯ２川崎ブランド ’ 18の認定結果について

原材料の調達から廃棄等までのライフサイクル全体でＣＯ を削減できる市内企

業の製品・ 技術等をブランドとして認定し、広く発信することで、製品・ 技術等の

普及を促進して、地球温暖化対策を推進する川崎独自の取組です。  

本事業を開始した2009年度から昨年度までに合計76件の製品・ 技術等を認定し

ています。  

なお、当制度による取組は、地球温暖化防止に顕著な功績があったとして、平成

２９年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰を受賞しています。  

【 2018年度の認定結果】  

NO 企業名 製品・ 技術等の名称 備考

1 
大

賞 

信号器材株式会社 
Ｌ ＥＤ内照式道路標識 
（ ＥＳＭ－ＬＫＢ３３０１５－２０）  

【 特徴】 標識の光源を従来の蛍光灯からＬＥＤに変えることにより消費電力が減
少し、二酸化炭素の排出量が削減。また、標識の明暗比が改善され、視認性が高
まることで、交通事故の未然防止など都市全体の安全性の向上にもつながる。 

2 株式会社ＡＤＶＡＮＣＥ 再生鉛蓄電池 

3 九城企業株式会社 ローレンツ エムジー ※  

4 株式会社クレハ環境 
廃棄物焼却時の排熱を利用した発電設備を

有する産業廃棄物処理 

5 
コアレックス三栄株式会社 

東京工場 

難再生古紙から生まれたトイレットペーパ

ー 
※  

6 
Ｊ Ｆ Ｅスチール株式会社 

東日本製鉄所（ 京浜地区）  

建築構造用高性能 590N/mm2 級 TMCP 鋼材

『 HBL440』  

7 
東芝インフラシステムズ株式会社 

小向事業所 

※  Ｉ Ｌ Ｓ装置（ ＴＷ４５２０）  

8 ※  銀行券整理機（ Ｉ ＢＳ－１０００）  

9 東芝キヤリア株式会社 
ユニバーサルスマート Ｘ  ＥＤＧＥシリー
ズ 

※  うち、 印の４社の製品・技術等については、2018年度の「 川崎メカニズム認証」も同時取得。  

川崎メカニズム認証制度は、市内企業が研究・ 製造した環境技術・ 製品等が市外に広く  

普及することにより、市域外で削減したＣＯ２排出量（ 域外貢献量） を認証し、市内企業が 

市域外で削減貢献した量を「 見える化」 する制度です。 

低ＣＯ２川崎ブランドの概要
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*「 アジア・ 太平洋エコビジネスフォーラム」 から「 川崎国際エコビジネスフォーラム」 に名称変更しました。  

１ 日 時 平成３１年２月７日（ 木） １０： ４５～１７： １５  

２ 会 場 カルッツかわさき １階 大会議室１～３ 

３ テーマ 都市と産業の共生に向けて

～国際社会における環境とビジネスの共生に向けたグローバル都市の役割～

４ プログラム(予定) ＜日本語と英語の同時通訳で開催＞ 

基調講演１ 国連環境計画国際環境技術センター 所長 キース・ アルバーソン 氏

「 都市におけるレジリエンス構築」  

  基調講演２ 川崎市国際環境施策参与 末吉竹二郎氏

        「 国際社会における環境先進都市の役割」  

  基調講演３ 国立研究開発法人国立環境研究所理事長 渡辺知保氏

― ―         「 ゲームチェンジャーとなった私たち 環境社会でもとめられるもの 」 

セッション１ 「 川崎とアジアにおける循環型経済のグリーンイノベーション」  

セッション２ 「 環境とビジネスの共生に向けた海外都市と市内企業の取組」  

セッション３ 「 Ｊ Ｉ ＣＡ草の根事業を活用したバンドン市における３Ｒの取組への 

中間成果報告及び今後の展望」  

問合せ先 

川崎市環境局環境総合研究所事業推進課 藤巻担当

電話 ０４４－２７６－９１１８ 

市内企業の優れた環境技術や国内外の環境課題への取組についての情報交換及びイ

ンドネシア・ バンドン市など参加都市との信頼関係の醸成を目的に、「 第１５回川崎国

際エコビジネスフォーラム*」 を開催します。

国連環境計画  

国際環境技術センター 

所長 キース・アルバーソン 氏 

Ⅱ 第１５回川崎国際エコビジネスフォーラムの開催について

川崎市国際環境施策 

参与 末吉 竹二郎 氏 

国立研究開発法人 

国立環境研究所 

理事長 渡辺 知保 氏 
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